








あんぜん みず とど しこと

安全できれいな水を届ける仕事

とど みず みず ちょすいち みずうるお

みんなに届ける水がちゃんとキレイな水かどうかをチェックして、貯水池の水が濁っ
えいよう おお たいさく

たり栄養が多くなりすぎたりしないように対策をしているんだ。
かわ すいろ あぶら なが で と き ひがい かくだい ふせ すいどう

それから、もし川や水路に油が流れ出たりした時には、まず被害の拡大を防ぎながら、水道
きょく とちかいりょうく みず つか ひと れんらくじょうほうきょうゆう だいじ ゃくわり

局や土地改良区など水を使う人たちにすぐに連絡や情報を共有する大事な役割もあるんだ。

すいしっちょうさ

水質調査
ぽうそうどうすヽる

房総導水路

すいしつじこじ

水質事故時のオイル
きそがわようすい

木曽川用水

みずしげんきこう しょくいん みず ばんにん

水資源機構の職員はr水の番人」なんだね！



〇置鬱
こうずいひがい ぽうし けいげん

洪水被害の防止と軽減

ぼうさいそうさ

ダムによる防災操作

おおあめ きゅうげき ぞうか かわ みず ち ょすいち た こ

ダムには、 大雨などで急激に増加する川の水を貯水池に貯め込んで、
かりゅう なが りょうち ょうせつ こうずいちょづ七きのう

下流へ流す量を調節する「洪水調節機能」があるんだ。
せき へいじょうじ し しゅすい じょうりゅうすいい じょうしょう

また堰は、 平常時はゲー トを閉めて取水のために上流の水位を上昇
こ うずいじ あ ぞうか かわ みず

させているんだけど、 洪水時にはゲー トを開けて増加した川の水を
あん ぜん なが こうずい おおあめ よそう ばあい てんきよほう かわ

安全に流しているよ。 洪水をもたらすような大雨が予想される場合は、 天気予報や川
みず ぞうげん はあ く せき しせつ そうさ みず しげん きこ う

の水の増減を把握して、 ダムや堰といった施設の操作を水資源機構がしているんだ。

こうずい そな

洪水に偏えてダムの
ょうりヽ9 轟

容量を空けておくよ
ダムへ

り●うに●う

の溝入
こうかじ3いこう言いい △疇一”‘、 1 洪水時最高水
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れいわがんねん がつ くさき こうずハちょうせつこうか

令和元年 10 月：草木ダムの洪水調節効果
れい わがんねん がつ にち がつ にち おおがた つよ たいふうだい こう えい

令和元年10月日日から10月13日にかけて、 大型で強い台風第19号の影
きょう おおあめ くさき じぜんほうりゅう すいい てい か やく

響により大雨となり、 草木ダムでは事前放流により水位を低下させ、 約3,500
こうずヽちょうせつかつようかのうようりょう かくほ

万吊の洪水調節に活用可能な容量を確保したんだ。

こうボAまえちょ丸Iち

洪水前の貯水池

おおあめそな ようりょう

大雨に備え、 ダムの容量を
ぁ

空けておく

じぜはまうりゅうこちょ91,\ち

事前放流後の貯水池

じぜばまうりゅうお こ おお

事前放流を行い、 より多く
ようりょうあ

ダムの容量を空ける

こうれヽちょ弐七こ。 ちょれヽち

洪水調節後の貯水池

こう乳ヽじ りゅうゆう丸ヽ

洪水時にダムヘの流入水を
た こ

貯め込む



















いま けいけん かつよう

今までの経験・ノウハウの活用
ほんたいこうじせきさん ひつよう かね み つ こうじはっちゅう ちゅうもん だ

ダム本体工事積算（必要なお金を見積もること）、 ダム工事発注（注文を出すこと）
て つづ ほんたいこうじ せこうかんり こうじ せっけい すす かくにん

手続き、 ダム本体工事施工監理（工事が設計のとおり進んでるか確認すること）
ぎじゅつしえん おこな

などの技術支援を行っているよ。

せんたんぎじゅつ もっと すす かがくぎ じ ゅ つ かつよう

先端技術（最も進んだ科学技術）を活用した
とりくみ

スマ ー トメンテナンスの取組
きい祝沫瑯 だいきぽ こうずい かっすい たいおう ふる しせつおよ せつび きのう

近年多くなっている大規模な洪水や渇水への対応、 古くなった施設及び設備の機能
い じ かだい たい じょうほうつうしんぎじゅつ せんたんぎじゅつ かつよう すす

維持などの課題に対して、ICT（情報通信技術） などの先端技術の活用を進めてい

るよ。
せつび て ん けん こうりつか しえんき ょうか もくてき たんまつ かつよう

設備の点検の効率化や支援強化を目的に、 タブレット端末と WEB アプリを活用し
こうちく すす びわこかいはつそうこうかんりじ ょ さいがい せつびこしょう じ

たシステム構築を進めたり、 琵琶湖開発総合管理所では、 災害や設備故障時におい
とお ぎじゅつしゃ げん ち しょくいん たい てきかく ぎじゅつ てきしえん

て、 遠くにいる技術者が現地の職員に対して的確な技術的支援ができるように、 カ
きのう つ と うぶそうちゃく かつよう どうにゅう

メラ機能付きHMD（頭部装着ディスプレイ） を活用したシステムを導入している

んだ。
みずしげんきこう まな ぎじゅっ ちしき けいけん かつよう

水資源機構では、 これまで学んできた技術や知識・経験と、ICTなどを活用したス
ゅうこう へいじょうじ しせつかかんり きんきゅうじ き き かん り

マ ー トメンテナンスを融合させることで、 平常時の施設管理や緊急時の危機管理の
こうじょう つと

向上に努めていくよ。

かつよう せつびそうさしえん

HMDを活用した設備操作支援

けいそく ちょうひょうにゅうりょく

アプリによる計測データの帳票入力



―
かいがい ぎじゅつしえん

海外への技術支援

みずしげん きこう にほんこく ない かいがい

水資源機構では日本国内だけでなく、 海外での
みずしげん かいはつ けんきゅ う ちょ うさ しこと おこな

水資源の開発や、 研究・調査などの仕事も行っ

ているんだ。

oc:::> 
ご

心
--

かいがい せんもんかはけん ぎじゅつしえん こくさいかいぎ さんか

海外への専門家派遣による技術支援や国際会議への参加

こくさいきょうりょくきかん つう みずしげん かい

国際協力機構(JICA)を通じて、 水資源の開
はつ かん り ぽうさい かん せんもんか

発や管理、 防災、 かんがいに関する専門家を
せかい かくち はけん

世界各地へ派遣しているよ。
かいがい みずかんれんさいがい たと こうずい かっすい

また、 海外の水関連災害（例えば洪水、 渇水、
すいろ かん じ こ はっせいじ ふっ

ダム ・水路に関する事故など）の発生時や復
こうじ みずしげんきこう ぎ じ ゅつり ょ く い こくさい

興時に、 水資源機構の技術力を活かした国際
こうけん おこな

貢献を行っているんだ。
せかいみず たいへいようみず

そして、 世界水フォ ー ラム、 アジア太平洋水
こく さいだい かいぎ こく れんき かんおこな

サミット、 国際大ダム会議や国連機関が行う
みず かん せかいてき かいぎ さん か じょうほう

水に関する世界的な会議に参加して、 情報の
はっし ん しゅうしゅうおこな

発信や収集を行っているよ。

こくさいきんきゅうMじょ

国際緊急援助での
こうきょうじぎょうたいじ んしサんこうかん

フィリピン公共事業大臣との意見交換




